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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月18日(2015.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤に区画形成される遊技領域に向かって打球発射装置によって発射される遊技球が
該遊技領域に設けられる始動領域に侵入したことに基づいて遊技の進行を制御する遊技制
御マイクロプロセッサが実装される遊技制御基板と、
　該遊技制御基板からの払出指令に基づいて払出装置による遊技球の払い出しを制御する
払出制御マイクロプロセッサが実装される払出制御基板と、
を備える遊技機であって、
　前記遊技制御マイクロプロセッサは、少なくとも、
　電源遮断後においても遊技に関する情報を記憶することができる遊技制御ＲＡＭ
を備え、
　前記払出制御マイクロプロセッサは、少なくとも、
　電源遮断後においても払い出しに関する情報を記憶することができる払出制御ＲＡＭ
を備え、
　電源投入時から予め定めた期間内に操作されると、該操作による操作信号が前記遊技制
御ＲＡＭに記憶されている前記遊技に関する情報と前記払出制御ＲＡＭに記憶されている
前記払い出しに関する情報とをそれぞれ消去するためのＲＡＭクリア信号として前記遊技
制御マイクロプロセッサと前記払出制御マイクロプロセッサとにそれぞれ出力するＲＡＭ
クリア機能と、前記電源投入時から予め定めた期間が経過した後に操作されると、該操作
による操作信号が前記払出装置に関して発生したエラーを解除するためのエラー解除信号
として前記遊技制御マイクロプロセッサに出力せずに前記払出制御マイクロプロセッサに
出力するエラー解除機能と、を兼備する操作スイッチと、
　該操作スイッチが操作されると、該操作による操作信号を発生することができる操作信
号発生部と、
を備え、
　前記払出制御基板は、さらに、
　前記操作信号発生部からの操作信号が入力されるとともに、該操作信号を前記払出制御
マイクロプロセッサと前記遊技制御基板とにそれぞれ出力することができる払出制御入力
部
が設けられ、



(2) JP 2015-51305 A5 2015.8.6

　前記遊技制御基板は、さらに、
　前記操作信号発生部からの操作信号が前記払出制御入力部を介して入力されるとともに
、該操作信号を前記遊技制御マイクロプロセッサに出力することができる遊技制御入力部
が設けられ、
　前記操作信号発生部からの操作信号が前記払出制御入力部を介して前記払出制御マイク
ロプロセッサに入力される論理は、当該操作信号発生部からの操作信号が前記遊技制御入
力部を介して前記遊技制御マイクロプロセッサに入力される論理と同一の論理であり、
　前記払出制御入力部を介して入力される前記操作信号発生部からの操作信号が伝送され
る前記遊技制御基板と前記払出制御基板との基板間を電気的に接続する配線が切断される
と、前記操作スイッチが前記電源投入時から前記予め定めた期間内に操作されていなくて
も、前記遊技制御入力部から前記遊技制御マイクロプロセッサに前記ＲＡＭクリア信号が
出力された状態が維持されるように当該遊技制御入力部が構成されていることを特徴とす
る遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（解決手段１）
　遊技盤に区画形成される遊技領域に向かって打球発射装置によって発射される遊技球が
該遊技領域に設けられる始動領域に侵入したことに基づいて遊技の進行を制御する遊技制
御マイクロプロセッサが実装される遊技制御基板と、該遊技制御基板からの払出指令に基
づいて払出装置による遊技球の払い出しを制御する払出制御マイクロプロセッサが実装さ
れる払出制御基板と、を備える遊技機であって、前記遊技制御マイクロプロセッサは、少
なくとも、電源遮断後においても遊技に関する情報を記憶することができる遊技制御ＲＡ
Ｍを備え、前記払出制御マイクロプロセッサは、少なくとも、電源遮断後においても払い
出しに関する情報を記憶することができる払出制御ＲＡＭを備え、電源投入時から予め定
めた期間内に操作されると、該操作による操作信号が前記遊技制御ＲＡＭに記憶されてい
る前記遊技に関する情報と前記払出制御ＲＡＭに記憶されている前記払い出しに関する情
報とをそれぞれ消去するためのＲＡＭクリア信号として前記遊技制御マイクロプロセッサ
と前記払出制御マイクロプロセッサとにそれぞれ出力するＲＡＭクリア機能と、前記電源
投入時から予め定めた期間が経過した後に操作されると、該操作による操作信号が前記払
出装置に関して発生したエラーを解除するためのエラー解除信号として前記遊技制御マイ
クロプロセッサに出力せずに前記払出制御マイクロプロセッサに出力するエラー解除機能
と、を兼備する操作スイッチと、該操作スイッチが操作されると、該操作による操作信号
を発生することができる操作信号発生部と、を備え、前記払出制御基板は、さらに、前記
操作信号発生部からの操作信号が入力されるとともに、該操作信号を前記払出制御マイク
ロプロセッサと前記遊技制御基板とにそれぞれ出力することができる払出制御入力部が設
けられ、前記遊技制御基板は、さらに、前記操作信号発生部からの操作信号が前記払出制
御入力部を介して入力されるとともに、該操作信号を前記遊技制御マイクロプロセッサに
出力することができる遊技制御入力部が設けられ、前記操作信号発生部からの操作信号が
前記払出制御入力部を介して前記払出制御マイクロプロセッサに入力される論理は、当該
操作信号発生部からの操作信号が前記遊技制御入力部を介して前記遊技制御マイクロプロ
セッサに入力される論理と同一の論理であり、前記払出制御入力部を介して入力される前
記操作信号発生部からの操作信号が伝送される前記遊技制御基板と前記払出制御基板との
基板間を電気的に接続する配線が切断されると、前記操作スイッチが前記電源投入時から
前記予め定めた期間内に操作されていなくても、前記遊技制御入力部から前記遊技制御マ
イクロプロセッサに前記ＲＡＭクリア信号が出力された状態が維持されるように当該遊技
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制御入力部が構成されていることを特徴とする遊技機。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　遊技機は、さらに、操作スイッチ、操作信号発生部を備えている。操作スイッチは、電
源投入時から予め定めた期間内に操作されると、この操作による操作信号が遊技制御ＲＡ
Ｍに記憶されている遊技に関する情報と払出制御ＲＡＭに記憶されている払い出しに関す
る情報とをそれぞれ消去するためのＲＡＭクリア信号として遊技制御マイクロプロセッサ
と払出制御マイクロプロセッサとにそれぞれ出力するＲＡＭクリア機能と、電源投入時か
ら予め定めた期間が経過した後に操作されると、この操作による操作信号が払出装置に関
して発生したエラーを解除するためのエラー解除信号として遊技制御マイクロプロセッサ
に出力せずに払出制御マイクロプロセッサに出力するエラー解除機能と、を兼備するもの
である。操作信号発生部は、操作スイッチが操作されると、この操作による操作信号を発
生することができるものである。
　払出制御基板は、さらに、払出制御入力部が設けられている。払出制御入力部は、操作
信号発生部からの操作信号が入力されるとともに、この操作信号を払出制御マイクロプロ
セッサと遊技制御基板とにそれぞれ出力することができるものである。
　遊技制御基板は、さらに、遊技制御入力部が設けられている。遊技制御入力部は、操作
信号発生部からの操作信号が払出制御入力部を介して入力されるとともに、この操作信号
を遊技制御マイクロプロセッサに出力することができるものである。
　操作信号発生部からの操作信号が払出制御入力部を介して払出制御マイクロプロセッサ
に入力される論理は、操作信号発生部からの操作信号が遊技制御入力部を介して遊技制御
マイクロプロセッサに入力される論理と同一の論理である。
　払出制御入力部を介して入力される操作信号発生部からの操作信号が伝送される遊技制
御基板と払出制御基板との基板間を電気的に接続する配線が切断されると、操作スイッチ
が電源投入時から予め定めた期間内に操作されていなくても、遊技制御入力部から遊技制
御マイクロプロセッサにＲＡＭクリア信号が出力された状態が維持されるように遊技制御
入力部が構成されている。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このように、操作スイッチは、電源投入時から予め定めた期間内に操作されると、この
操作による操作信号が遊技制御ＲＡＭに記憶されている遊技に関する情報と払出制御ＲＡ
Ｍに記憶されている払い出しに関する情報とをそれぞれ消去するためのＲＡＭクリア信号
として遊技制御マイクロプロセッサと払出制御マイクロプロセッサとにそれぞれ出力する
ＲＡＭクリア機能と、電源投入時から予め定めた期間が経過した後に操作されると、この
操作による操作信号が払出装置に関して発生したエラーを解除するためのエラー解除信号
として遊技制御マイクロプロセッサに出力せずに払出制御マイクロプロセッサに出力する
エラー解除機能と、を兼備しているため、１つの操作スイッチによる操作により、ＲＡＭ
クリア機能とエラー解除機能との２つの異なる機能をそれぞれ遊技機に設けることができ
る。したがって、コスト削減に寄与しながらＲＡＭクリア機能及びエラー解除機能を設け
ることができる。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本実施形態では、例えば、図８の遊技盤４が遊技盤に相当し、図８の遊技領域１１００
が遊技領域に相当し、図５の打球発射装置６５０が打球発射装置に相当し、図８の上始動
口２１０１及び下始動口２１０２が始動領域に相当し、図１１の主制御ＭＰＵ４１００ａ
が遊技制御マイクロプロセッサに相当し、図１１の主制御基板４１００が遊技制御基板に
相当し、図２８（ａ），（ｂ）の賞球コマンドが払出指令に相当し、図５の賞球装置７４
０が払出装置に相当し、図１２の払出制御ＭＰＵ４１２０ａが払出制御マイクロプロセッ
サに相当し、図１２の払出制御基板４１１０が払出制御基板に相当し、図１のパチンコ遊
技機１が遊技機に相当し、図１１の主制御ＭＰＵ４１００ａに内蔵されているＲＡＭ（主
制御内蔵ＲＡＭ）が遊技制御ＲＡＭに相当し、図１２の払出制御ＭＰＵ４１２０ａに内蔵
されているＲＡＭ（払出制御内蔵ＲＡＭ）に相当し、電源投入時から図３２の主制御側電
源投入時処理におけるステップＳ１６の判定処理が行われる期間（又は、電源投入時から
図３５の払出制御部電源投入時処理におけるステップＳ５１２の判定処理が行われる期間
）が電源投入時から予め定めた期間に相当し、図１９の主制御ＭＰＵ４１００ａに入力さ
れるＲＡＭクリア信号及び図２４の払出制御ＭＰＵ４１２０ａに入力されるＲＷＭＣＬＲ
信号がＲＡＭクリア信号に相当し、図２４の払出制御ＭＰＵ４１２０ａに入力されるＲＷ
ＭＣＬＲ信号がエラー解除信号に相当し、図１２の操作スイッチ８６０ａが操作スイッチ
に相当し、図２４のプルアップ抵抗ＰＲ４８及びコンデンサＰＣ４１から構成される回路
が操作信号発生部に相当し、図２４の払出制御入力回路４１２０ｂが払出制御入力部に相
当し、図１９の主制御入力回路４１００ｂが遊技制御入力部に相当する。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４１１】
［１０－２－３（ｅ）．操作スイッチからの操作信号が入力される回路］
　操作スイッチ８６０ａの出力端子である１番端子及び２番端子は、グランド（ＧＮＤ）
に接地され、操作スイッチ８６０ａの出力端子である３番端子及び４番端子は、プルアッ
プ抵抗ＰＲ４８により＋５Ｖ側に引き上げられて抵抗ＰＲ４９を介して前段のトランジス
タＰＴＲ４２のベース端子と電気に接続されている。前段のトランジスタＰＴＲ４２のベ
ース端子は、抵抗ＰＲ４９と電気的に接続されるほかに、一端がグランド（ＧＮＤ）と接
地される抵抗ＰＲ５０の他端と電気的に接続されている。また、操作スイッチ８６０ａの
出力端子である４番端子は、プルアップ抵抗ＰＲ４８と電気的に接続されるほかに、一端
がグランド（ＧＮＤ）と接地されるコンデンサＰＣ４１の他端と電気的に接続されている
。前段のトランジスタＰＴＲ４２のエミッタ端子は、グランド（ＧＮＤ）と接地され、前
段のトランジスタＰＴＲ４２のコレクタ端子は、一端が＋５Ｖ電源ラインと電気的に接続
される抵抗ＰＲ５１の他端と電気的に接続されるとともに抵抗ＰＲ５２を介して後段のト
ランジスタＰＴＲ４３のベース端子と電気的に接続されている。後段のトランジスタＰＴ
Ｒ４３のベース端子は、抵抗ＰＲ５２と電気的に接続されるほかに、一端がグランド（Ｇ
ＮＤ）と接地される抵抗ＰＲ５３の他端と電気的に接続されている。後段のトランジスタ
ＰＴＲ４３のエミッタ端子は、グランド（ＧＮＤ）と接地され、後段のトランジスタＰＴ
Ｒ４３のコレクタ端子は、一端が＋５Ｖ電源ラインと電気的に接続される抵抗ＰＲ５４の
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他端と電気的に接続されるとともに非反転バッファＩＣＰＩＣ４０（非反転バッファＩＣ
ＰＩＣ４０は、８つの非反転バッファ回路を備えており、その１つ（ＰＩＣ４０Ｃ）に入
力された信号波形の論理を反転させることなく整形して出力する。）を介して払出制御Ｍ
ＰＵ４１２０ａの入力ポートＰＡの入力端子ＰＡ３と電気的に接続されている。前段及び
後段のトランジスタＰＴＲ４２，ＰＴＲ４３がＯＮ／ＯＦＦすることにより後段のトラン
ジスタＰＴＲ４３のコレクタ端子から出力される信号の論理が変化し、その信号がＲＷＭ
ＣＬＲ信号として払出制御ＭＰＵ４１２０ａの入力ポートＰＡの入力端子ＰＡ３に入力さ
れる。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８３０】
　１…パチンコ遊技機（遊技機）、２…外枠、３…本体枠、４…遊技盤、５…扉枠、１９
２…ハンドル中継端子板、４７０…上皿側液晶表示装置、６５０…打球発射装置、７４０
…賞球装置、７８４…外部端子板、８５１…電源基板、８６０ａ…操作スイッチ（操作ス
イッチ）、８６０ｂ…エラーＬＥＤ表示器、１１００…遊技領域、１９００…遊技盤側液
晶表示装置、４１００…主制御基板（遊技制御基板）、４１００ａ…主制御ＭＰＵ（遊技
制御マイクロプロセッサ）、４１００ｂ…主制御入力回路（遊技制御入力部）、４１１０
…払出制御基板（払出制御基板）、４１２０…払出制御部、４１２０ａ…払出制御ＭＰＵ
（払出制御マイクロプロセッサ）、４１２０ｂ…払出制御入力回路（払出制御入力部）、
４１４０…周辺制御基板、４１５０…周辺制御部、４１６０…液晶及び音制御部、４１６
５…ＲＴＣ制御部、４１７０…ランプ駆動基板、４１８０…モータ駆動基板、ＰＣ４１…
コンデンサ（操作信号発生部）、ＰＲ４８…プルアップ抵抗（操作信号発生部）。
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